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(1)創業者・伊藤伊三郎と継承者・伊藤弥太郎
①蝋燭製造・販売事業の創業
































































































































































1ダース当 奨励金額(円)梱 与も 梱 9も TニL)(8) (50打xAxB) 
中東商庖 281 31.0 625 69.0 906 2銭5厘 1.132.5 
森本商庖 442 42.4 600 57.6 1.042 2銭5厘 1.302.5 
片野金次 216 100 O o 216 2銭 216.0 










庖名 梱 1ダース当た (円) 庖名 梱 1ダース当 奨励金額(円)
(A) り(8) (50笠打B)x A (A) Tこり(8)
(50打xAx
B) 
亀屋商庖 80 2銭 80.00 水谷友吉 70 2銭5厘 87.50 
三河屋商庖 35 1銭5厘 26.25 三川屋商庖 100 2銭 100.00 
河野正治 48 1銭5厘 36.00 原錦粧堂 30 2銭 30.00 
伊藤伊=郎 40 1銭5厘 30.00 梶浦倉一 50 2銭 50.00 
加藤寛次郎 100 2銭5厘 125.00 後蕨治助 30 1銭5厘 22.50 
村瀬鉄雄 30 1銭5厘 22.50 荒木石蔵 40 2銭 40.00 
水谷藤助 35 1銭5厘 26.25 岩田庄一 10 1銭5厘 7.50 
右金商庖 20 1銭5厘 15.00 村瀬谷三郎 30 2銭 30.00 
山田美三郎 40 2銭 40.00 大木義三 40 2銭 40.00 
村上才治 30 2銭 30.00 関戸与吉 15 1銭5厘 11.25 
棚橋幸太郎 20 1銭5厘 15.00 木村安三郎 50 2銭 50.00 
松惣商庖 20 2銭 20.00 後藤久治郎 35 1銭5厘 26.25 
伊勢嘉商庖 10 1銭5厘 7.50 山田常屋次本郎庖 10 1 銭5 厘 7.50 













































表-4 愛知県クラブ化粧品販売会社の概要 (1938年 12月)
設立年月 1938(昭和13)年7月
所在地 名古屋市菅原町3-11
資本金(円) 公称 150，000 払込 75，000 
|年商(予定)(円) 450，000 
代表 伊藤東兵衛
専務 伊藤東兵衛 (中東商庖) 名古屋市 600株
村瀬俊一 (村瀬谷一郎商fi!i)名古屋市 300株
常務 水谷藤助 (水谷商庖) 名古屋市 200株
小林正義 (中山太陽堂) 大阪市 200株
経営陣 鈴木丈八 (鈴木丈八商庖) 西尾町 100 
取締役 梶浦倉一 (梶浦商庖) 名古屋市 100 原因常吉
(轟
名古屋市 100 
原 顕則 名古屋市 100 
井完E原治 岡崎市 100 
監査役 伊EE伊ニ郎 名古屋市 100 

































































































(出典)広田嘉一編『昭和 10年小間物化粧品年鑑.1 (東京小間物化粧品商報社， 1935年1月)41頁，同『昭和







































































格l個10銭，すなわち lダースあたり l円20銭であったとされる (56)。しかし，終戦時には，
極端なモノ不足のなかで石鹸は貴重品で， I標準小売価格 l個10銭の石鹸が，闇市では20円
で売られていたJ(57)という。














































伊藤伊ニ郎 52，000 74.29 
伊藤弥太郎 6，000 8.57 
伊藤ったゑ 6，000 8.57 
伊藤とし 6，000 8.57 
合計 70，000 100.00 
(出典)合名会社伊藤伊三郎商庖『昭和21年度決算報告昏J。
表- 8ー 2 資本金明細 (1947年3月15日)
氏名 出資金額(円) 出資比率(%)
伊藤伊ニ郎 52，000 27.51 
伊藤弥太郎 100，000 52.91 
伊藤とし 12，000 6.35 
伊藤徳蔵 5，000 2.65 
伊藤修 5，000 2.65 
伊藤忠勝 5，000 2.65 
伊藤清成 5，000 2.65 
伊藤幸雄 5，000 2.65 












表-8-3 資本金明細 (1947年 1月25日)
氏名 出資金額(円) 出資比率(%)
伊藤弥太郎 130，000 66.67 
伊藤とし 35，000 17.95 
小川勇吉 5，000 2.56 
伊藤徳蔵 5，000 2.56 
伊藤修 5，000 2.56 
伊藤忠勝 5，000 2.56 
伊藤清成 5，000 2.56 
伊藤幸雄 5，000 2.56 















伊藤弥太郎 200，000 40.00 
伊醸とし 100，000 20.00 
小川勇吉 30，000 6.00 
伊藤徳蔵 30，000 6.00 
伊藤修 30，000 6.00 
伊藤忠勝 30，000 6.00 I 
伊藤清成 30，000 6.00 I 
伊藤幸雄 50，000 10.00 





伊藤弥太郎 350，000 43.75 
伊藤とし 150，000 18.75 
小川勇吉 50，000 6.25 
伊藤徳蔵 50，000 6.25 
伊藤修 50，000 6.25 
伊藤忠勝 50，000 6.25 
伊藤清成 50，000 6.25 
伊藤千代子 50.000 6.25 












その後，さまざまな議論や検討を経て， 1949 (昭和 24)年4月 15日，予約注文(クーポン)
制を基礎とする石鹸配給規則が制定・公布され 同年5月15日に施行された。これは，消費
者→小売庖→却庖→メーカーという経路で予約クーポン券が集められ，その集券実績に応じて














































































































































































表一 1 合名会社伊藤伊・伊藤伊合名会社の増資過程 (1954~ 1965年)
氏名 1954 
6月3日 1956牢5月29日 1960年5月29日 1965茸3月1日
出資金額(円) 出資比率(軸) 出資金額円 出資比率(切) 出資金額(円) 出資比率拍) 出資金額(円 出資比率同)
伊藤弥太郎 525.000 43.75 2.100.000 43.75 4.200.000 43.75 8.400.000 43.75 
伊藤とし 225.000 18.75 900.000 18.75 1.800.000 18.75 3.600.000 18.75 
小川勇吉 75.000 6.25 300.000 6.25 600.000 6.25 1.200.000 6.25 
伊藤徳蔵 75.000 6.25 300.000 6.25 600.000 6.25 1.200.000 6.25 
伊藤修 75.000 6.25 300.000 6.25 600.000 6.25 1.200.000 6.25 
伊藤忠勝 75.000 6.25 300.000 6.25 600.000 6.25 1.200.000 6.25 
服部清成 75.000 6.25 300.000 6.25 600.000 6.25 1.200.000 6.25 
鈴木千代子 75.000 6.25 300.000 3.13 600.000 3.13 
鈴木堅一 300.000 6.25 300.000 3.13 600.000 3.13 
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出を図り，大阪市西成区阿波座1丁目に大阪営業所を開設した。その営業範囲は，大阪から下






































表-15 大阪営業所の売上・売上総利益(率)・純利益 (1956年 11月29日-1966年 1月28日)
期 第30回 第31回 第32回 第33回 第34固 第35回 第36回 第37回 第38回 第39回
時期{年・月'8) 1956年1月29日 1957年1月29日 1958年1月29日 1959年1月29日 1960年1月29日 1961年1月29日 1962年1月29日 1963年1月29日 1964年1月29日 1965年1月29日
-1957年1月28目 -1958年1月四日 -1959年1月28目 -1960年1月28日 -1961年1月初日 -1962年1月28日 -1963年1月28日 -1964年1月初日 -1965年1月28日 -1966年1月28日
売上首高商品{円在)A 28.202.540 33.548.976 39.893目972 47.965.704 69.544.840 76.627.001 84.859.876 92.476目168 93.562.012 91.706.574 
期高(円)B 2.459.820 2.421.897 2.700.943 2.707.725 3.226.339 4.492.267 4.260.674 5∞5.719 5.601.055 6.051.636 
商品仕入高(門)C 26.076.157 31.560.125 37.969.934 46.013.775 67.226.222 73.401.064 83.255.667 91.486.788 91.373.968 90.345.663 
期末商品在高(円)D 2.421.897 2.7∞.943 2.707.725 3.226.339 4.492.267 4.260.674 5.005.719 5.601.055 6.051.636 6.925.064 
売上原価{円)E(B+C-D) 26.114.080 31.281.079 37.963.152 45.495.161 65.960.294 73.632.657 82.510.622 90.891.452 90.923.387 89.472.235 
売上総利益{円)F(A-E) 2.088.460 2.267.897 1.930.820 2.470.543 3.584.546 2.994.344 2.349.254 1.584.716 2.638.625 2.234.339 
売上総利益率(%)[(Fl刈x100) 7.41 6.76 4.84 5.15 5.15 3.91 2.77 1.71 2.82 2.44 










表-16 大阪営業所の信認金勘定 (1956 年 11 月 29 日~1966年1月28日)
期 第30回 第31回 第32回 第33回 第34回 第35困 第36回 第37回 第38回 第39回
時期(年・月・日) 1956年1月29日 1957年1月29日 1958年1月29日 1959年1月29日 1960年1月29日 1961年1月29日 1962年1月29日 1963年1月29日 19倒年1月29日 1965年1月29日
-1957年1月28日 -1958年1月28日 -1959年1月28日 -1960年1月初日 -1961年1月28日 -1962年1月28日 -1963年1月28日 -1964年1月28日 -1965年日月28日 -1966年1月28日
花王石厳株式会社 20.162 44.765 120.457 319.917 283.630 517.534 709.318 891.119 1.071.707 1.116.569 
株式会社丸見屋 23目245 29.∞9 45.914 62.600 83.460 123.543 128.543 148.148 150，066 150.066 
ライオン油精株式会社 145，643 256.825 368.468 368.468 368.468 556.468 806.468 1.128.468 1.340.468 
ライオン歯磨株式会社 27.222 173.650 115.873 127.750 140.844 152.280 
大日本除虫菊株式会社 15.000 15.0∞ 15.∞o 15.0∞ 15.1∞o 15.000 
共進社，面目旨株式会社 100.∞o 230.0∞ 260.∞o 260.∞。 260.0∞ 
サンスヲー株式会社 48.450 59，7∞ 。
松井燐寸株式会社 13.678 13.678 13.678 13.678 
児玉商后 46.5∞ 80.500 84.5∞ 
大東燐寸株式会社 6目430 130 
信認金総額(円) 43.407 219.417 423.196 750目985 77.780 1.346.645 1.828.580 2.308.663 2.866.693 3.135.691 
(注)第39回の合計額は3.132.691円となって表示(貸借対照表の資産科目計上)の信認金総額と一致しないが，そのまま記載した。
(出典)合名会社伊藤伊三郎商店(大阪営業所)r第30回~第37回決算書i伊藤伊合名会社(大阪営業所)r第38図~第40回決算書j。
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表-18 1955年度ライオン油指主要代理屈販売実績上位20社
順位 所在地 唐名 売上高(千円)
1名古屋 伊藤伊ニ郎商庖 75，280 
2北海道 丸田聯合 64.348 
3東京 野村商庖 53.965 
4北海道 ミクニ商事 46.487 
5東京 ライオン商事 43，443 
6東京 ときわ商事 40，432 
7東京 中央石鹸 36，107 
8新潟 共栄商事 35，050 
9東京 平木商庖 34.675 
10 静岡 千代鍛冶本庖 33，816 
1 東京 柳佐吉商庖 30.703 
12 栃木 小野川鍋次郎商庖 27，785 
13 八戸 工藤辰四郎商眉 21，335 
14 大津 西川商事 19，927 
15 検浜 霜回商庖 19，487 
16 岡山 天生堂物産 17.633 
17 東京 川野立志堂 15，969 
18 東京 油松商庖 13.665 




順位 所在地 唐名 売上高(千円)
1名古屋 伊藤伊ニ郎商庖 86.592 
2東京 野村商庖 80，840 
3北海道 丸日聯合 67，900 
4東京 平木商庖 66，565 
5東京 ときわ商事 56，590 
6東京 中央石鹸 55，019 
7東京 ライオン商事 53，784 
8東京 柳佐吉商庖 48，695 
9静岡 千代鍛冶本庖 44，629 
10 北海道 ミクニ商事 38，932 
1 新潟 共栄商事 38.551 
12 横浜 霜田商庖 28，826 
13 大津 西川商事 27，480 
14 東京 油松商庖 25，590 
15 東京 川野立志堂 25，351 
16 栃木 小野川鍋次郎商庖 24，209 
17 岡山 天生堂物産 18，367 
18 八戸 工藤辰四郎商庖 18，149 






1愛知 伊中藤央伊石鹸 1，321，921，479 2東京 834.607.753 
3東京 平木商庖 778.403.015 
4北海道 丸田販売 633.244.277 
5東京 柳佐吉商庖 592.189.523 
6東京 野村商事 545.522.915 
7北海道 ミクニ商事 522，327，976 
8静岡 千代鍛治 521.264.568 
9新潟 共栄商事 512，894，383 
10 東京 ときわ商会 476，718，434 
1 群馬 小川屋 428，755，839 I 
12 沖縄 儀間商庖 362.549.736 
13 香川 綾田商庖 342.713.897 
14 滋賀 西川商事 327.941.497 
15 福岡 夏川本庖 324.197.677 
16 神奈川 霜田商庖 319，723，429 
17 千葉 鳥光商庖 302.226.134 
18 石川 石川油脂 300.538.155 
19 宮城 吉村広商 284，314，690 















































































表-21 合名会社伊藤伊三郎商底 (1946年11月29日-1964年1月28日)・伊藤伊合名会社 (1964年1月29日-1966年1月28日)の経営実績
期 第20ロ 軍21回 第22l<! 第23回 第24回 第25"' 第26回 第27回 箪28ロ 第29@
時期(年・月・日) 1946年1月29日 1947年1月四目 1948年1月29日 1949年1月羽田 1950年1.Fl29臼 ...1951年1月29日 1952年1月29日 1953年1月四目 1954年1月29目 1955年1，E129日
-1947年1月四目 -1948年1月四日 1ー949年1月28日 -19田年1月28日 -19引年1月28日 -1952年1月28日 -1953年1月28日 -1954年1月28日 -1955年1月四日 -1956年1月28日
資本金(円)(A) 195由加 5∞伎町 S凶.匹目 呂田，剖泊 8凹ι0∞ 8回以珂 s∞αm 1.2凹.曲目 1.2曲川河 4.駅間.出国
売上高商(円)(B) 11.251.195 39.320.543 86.173.440 175.298.938 321.741.170 341.917.887 379.128.708 487.769.178 564.498.921 631.048.071 
期首品高(円)(C) 276.田4 556.084 2.299.821 4.406.569 13.521.737 14.988.361 1.466.857 15.744.111 11.743.170 12.676.347 
商品仕入高(円)(0) 11.238.499 38.234.130 80.966.413 167.982.192 308.385.818 323.061.119 361.591.523 459.080.203 538.541.227 594.480.168 
期末商品高(円)(E) 556.084 2.299.821 4.406.569 7.210.898 14.988.361 13目995.977 15.923.640 11.743.170 12.676.347 15.671.667 
売よ原価(円)(円(C+O-E) 10.958.419 36.490.393 78.859.665 165.177.863 306.919.194 324.053.503 347.134.740 463.081.144 537.608.050 591.484.848 
売上総利益(円)(G)(日一F) 292.776 2.830.150 7.313.775 10.121.075 14.823.977 17.864.384 31.993.968 24.688.034 26.890.871 39.563.223 
売上総事l益率(同)(H)(G+BX1∞) 2.60 7.20 8.49 5.77 4.61 5.22 8.44 5.06 4.76 6.27 
純利益(円)(1) 58.46 114.109 348.744 766.863 665.204 1.163.706 1.927.185 4.579.302 6.150目413 12.355.394 
売上高利益率(同)(J)(I+BX 100) 0.52 0.29 0.40 0.44 0.21 0.34 0.51 0.94 1.09 1.96 
総資産額(千円)(K) 1.814目655 10目998.468 34.829.254 59.267.413 75.692.211 106.471.786 126.651.330 504.021.671 584.513.872 228.138.709 
配当金(円)(υ 60.356 240.0∞ 240脱却 。 。 150.0∞ 1.200.∞o 2.400.0∞ 
賞与(円)(M) 18.252 50.0∞ 5∞訓)0 。 日 o 2∞.C同O 5∞.αm 
配当率{崎)(N)(L+AX1凹) 7.54 30回 30∞ 12.50 1∞∞ 50∞ 
配当性本本出向貰利回益転資(崎本事数)比{(O9困6率))(({LO同P÷}(I(BI-同X÷K)1K∞{XA)  1÷回K) 
17.31 31.30 36.08 3.28 19.51 19.42 
社員 X 100) 10.75 4.55 2.30 1.35 1.06 0.75 0.63 0.24 0.21 2.10 
総資 3.22 1.04 1凹 1.29 0.88 1.09 1.52 0.91 1.05 5.42 
総資 6.20 3.58 2.47 2.96 4.25 3.21 2.99 0.97 0.97 2.77 
期 第30回 箪31ロ 第32ロ 第33回 第34回 第35回 第36回 第37回 霊~回 第39回
時期(年・月・日) 1956年1月29日 1957年1月29日 1958年1月29日 1959年1月29日 1960年1月29目 1961年1月29日 1962年1月29日 1963年1月29日
1964年1月29日 1965年1月29日
...1957年1月28日 ...1958年1月四日 ..1959年1月28日 ...1960年日月28日 ...1961年1月28日 -1962年1月28日 -1963年1月28日 -1964年1月28日 -1965年1月28日 ...196年1月28日
資本金(円)(A) 4.8田0∞ 4.800.0∞ 4.8曲，剖却 9.600.0∞ 9.600.田沼 9.6田.0∞ 9.6凹0∞ 9.600.0∞ 19.2凹凹O 19.2∞.0∞ 
売上高(円)(日) 713.530.766 832.898.846 1.023.937.044 1.264.627.150 1.569.510.299 1.839.060.578 2.187目460.693 2.676.537.677 3.215.406.723 3.758.584.852 
期首商品高(円)(C) 15.956.451 15.954.381 24.635.208 28.385.3∞ 39.412.960 34.271.794 39.830.401 57.661.435 63.386.556 114.735.562 
商品仕入高(円)(0) 672.118.453 798.020.084 987.059.416 1.225.994.075 1.496.868.101 1.756.779.370 2.128.410.953 2.579.479.545 3.144.320.992 3.581.811.525 
期末商品高(円)(E) 15.954.381 24.635.208 24.858.985 39.413.960 34.271.794 39.830.401 57.661.435 63.386.556 114.735.562 79.019.457 
売上原価(円)(F)(C+O-E) 672.120.523 789.339.257 986.835.639 1.214.965.415 1.502.∞9.267 1.751.220.763 2.110.579.919 2.573.754.424 3.092.971.986 3.617.527.630 
売上総利益(円)(G)(B-F) 41.410.243 43.559.589 37.101.405 49.661.735 67.501.032 87.839.815 76.880.774 102.783.253 122.434.737 141.057.222 
売よ総利益事(崎)(H)(G+Bx1曲) 5.80 5.23 3.62 3.93 4.30 4.78 3.51 3.84 3.81 3.75 
純利益(円)(1) 9.023.343 9.204.767 8.494.248 18.915.677 22.351.065 27，709.041 24.574.332 51.331.094 14.663.711 37.375.230 
売上高利益率(同)(J)(J+BX 100) 1.26 1.11 0.83 1.50 1.42 1.51 1.12 1.92 0.46 0.99 
総資産額(干円)(K) 287.220.288 367.175.484 454.023.058 682.032.095 695.137.315 787.037.763 959.046.510 1.206.960.473 1.476，119，014 1，656，986，838 
配当金(円)(υ 3.剖1.収刻。 4.8∞副知 1.440田川 2.160.0凹 3.360.0∞ 3，360，∞o 3，360，0∞ 3，360，0∞ 4.2凹，0叩 4.8田.0田
役員賞与(円)(M) 4凹，0叩 5凹回目 5回旺M日 5∞国国 1.0∞o∞ 1，3凹，凹O 1，2田，0叩 2，田0，0凹 2.5凹!凹O 2.5凹，0∞
配当率(%)(N)(L+AX1∞) 80凹 100.凹 30.00 22.50 35∞ 35∞ 35∞ 35∞ 21.88 25.00 
配当性向(軸)(O)(L+IX1叩) 42.56 52.15 16.95 11.42 15.03 12.13 13.67 6.55 28.64 12.84 
社員出資資本比率(P)(%)(A+KX 1凹) 1.67 1.31 1.06 1.41 1.38 1.22 1∞ 0.80 1.30 1.16 
総資本利益率(崎)(ω(J+KX100) 3.14 2.51 1.87 2.77 3.22 3.52 2.56 4.25 0.99 2.26 



























































配当率となっているが.1割配当 3割配当 5割配当 8割配当そして 10割配当の時期もあっ
たことカfわかる。















































期 第20回 第21回 第22回 第23回 第24回 第25回 第26回 第27回 第28回 第29回
時期(年・月・目) 1946年1月29日 1947年1月29日 1948年1月29日 1949年1月29日 1950年1月29日
-1951年1月29日 1952年1月29日 1953年111129日 1954年1月298 四55年1月29日
-1947年1月四日 ~四48年1月28日 -1949年1月28日 -1950年1月28日 ...1951年1月28日 -1952年1月28日 -1953年1!l 28日 -1954年1月四日 -1955年1月四百 ~時56年1月四日合劃信認金(円) 14.0∞ 14.0∞ 10.000 ]日3日 4.760.059 
~119966第54年3618-19回月972初836日1 
10.120.825 
期 第30回 第31回 第32回 第33回 第34回 第35回 第37回 事39恒l
時期(年・月・日) 1956年1月29日 1957年1月29日 1958年1月29目 1959年1月29日 1960年1月29日 1961年1月29目 1962年1!l 29日 1963年1月29日 ~叩同665年11月R2289日1ー957年1月28日 -1958年1月28日 -1959年1月28日 1ー960年1月28日 -1961年1月28日 -1962年1月28日 -1963年1月28日 -1964年1月28日
翠蓄量(円) 11.241.504 13目964.411 16.467.712 19.492.199 28.480.567 32.064.727 31.194目461 38.963.306 50.618.170 69.476.018 43.407 219.417 423.196 750.985 77.780 1.346.645 1目828.580 2.308.663 2.866.693 3.135.691 














表-23 本庖の信認金勘定 (1956 年 11 月 29 日~ 1966年1月28日)
期 第26ロ 第27ロ ~ 第29ロ 'ElQロ ElJロ 部32ロ
時期(年・月・日) 1952年1月四日 1953年1月29日 1954年1月29日 1955年1月四日 1956年1月29日 1957年1月四日 1956年1月29日-1953年1月四目 -1954年1月四目 -1955年1月26日-1956年1月26日-1957年1月四目 -1956年1月四目 -1959年1月28日
大日本除虫菊株式会社 20，000 30，000 50，000 65，000 90，000 113，000 165，000 
共進社油脂工車株式会社 2，790，000 4，500，000 6，200，000 6，600，000 9，300，000 10，000，000 10，000，000 
花王油脂株式会社・花王石鹸株式会4 10，000 166，999 266，294 368，226 425，27 1.396，353 2，997，625 
花王右鹸文阪出強所 10，120 
韓式会社孔官堂 63，060 146，067 252，269 335，542 492，510 500，000 
ライオン，由脂株式会祉 200，000 400，000 600，000 1，200，000 1，600，000 
ライオン歯磨株式会社名古屋支匝 35，000 35，000 35，000 79，507 96，757 
ライオン歯磨株式会社東京支庖
ライオン粧薬株式会社
吉原製油株式会社 100，000 180，000 66.435 136.435 196.435 
丸毘屋 10，210 31，106 44，395 
桐灰化学株式会社 200，000 239，000 255，500 255，500 
日扇燐寸格式会社 150，000 250，000 350，000 
名古屋交通局共潰組合 10，日00 10，000 
=和刃物株式会社 50.000 
本占認金(円 2，820，000 4.760.059 6，997，361 10，120，825 11.241，504 13，964，411 16.467，712 
33ロ 3 35ロ 36ロ 37ロ 38ロ 39ロ
時期(年・月・目) 1959年1月四目 ~198610年11月289日 1961年1月四日 1962年1月四日 1963年1月四日 1964年1月29日 1965年1月29日-1960年1月26日 -1962年1月28日-1963年1月28日-1964年1月28日-19師年1月28日 -1966年1月26日
大日本除虫菊株式会社 195，000 265，000 345，000 345，000 345，000 345，000 345，000 
共進社油脂工輩株式会社 12，000，000 15，000，000 15，000，000 7，000，000 9，000，000 11.000，000 11.000，000 
花王油脂株式会社・花王石鹸株式会4 2，915，704 4.731，376 6，286，376 7，959，376 10，219，376 1，826，376 16.422，376 
株式会社孔官堂 500，000 500，00 500，00 500，000 500，000 
ライオン油脂株式会社 2.734，000 5，000，000 5，006，002 8，006.002 8，000，000 13，800，000 17，000，000 
ライオン歯磨株式全社名古屋支庖 108，880 643，946 2.404，979 3，682，194 6，396，703 9，045，322 19，142，956 
ライオン歯磨株式会社東京支庖 13，584 
ライオン粧薬株式会社 300，000 300，000 300，000 300，00 300，000 
吉原製j由株式会社 262，262 282，257 303，237 325，777 350，61 
丸見屋 60，853 101，550 180，702 193，702 227，500 234，131 236.430 
相灰化学株式会社 255，500 255，500 255，00 255，500 555，00 755，00 755，00 
日扇燐寸株式会社 400，000 710，00 750，000 960，000 1，160，000 1，360，000 1，580，000 
名古屋交通局共済組合 10，000 10，000 10，000 
三和刃物株式会社 50，000 50，000 50，000 207，391 469，097 653，703 653，703 
日扇燐寸銅製組合 317，351 353，171 364，890 317，097 326，140 98，075 
シャー プ電機 300，000 319.760 359，249 376，503 
松下電工株式会社名古屋支庖 8，579 19，671 20.483 23，621 
ジョンソン&ジョンソン社 500，000 500，000 500，00 500，00 
三和刃物[貝の友会) 226.798 226.798 226，798 246，798 
象印魔法瓶株式会社 65，294 99，049 
日本共同燐寸株式会社 159.423 578，331 
大東燐寸株式会社 454，179 
大成火災海上保険株式会社 40.000 










































表-24 合名会社伊藤伊三郎商庖 (1952 年 11 月 29 日~ 1964 年 11 月 28 日)・伊藤伊合名会社 (1964 年 11 月 29 日~1966年1月28日)の受取割戻金
期 第26回 第27回 第28回 第29回 第30ロ 第31回 軍32回
時期(年・月・日) 1952年1月29日 1953年1月29日 1954年1月29日 1955年1月29日 1956年1月29日 1957年1月29日 1958年1月29日
-1953年1月28日 -1954年1月28日 -1955年1月28日 -1956年1月28日 -1957年1月28日 -1958年1月28日 -1959年1月28日
受取!lJ戻金(円)A 3，701，848 2，595，364 5，158，378 6，916，606 8，322，682 15，848，941 21，7922429 | 
売上原価(円)B 347，134，740 463，081.144 537.608.050 591，484白848 672，120，523 789，339，257 986，835，63 
売上原価に対する割戻金の比率(%)C(A.;.BX100) 1.07 0.56 0.96 1.17 1.24 2.01 2.21 
売上原価ー受取割戻金(円)D(B-A) 343，432，892 460，485，780 532，449，672 584，568，242 663，797，841 773，490，316 965，043，397 
売上高(円)E 379，128，708 487，769，178 564，498，921 631，048，071 713，530，766 832，898，846 1，023，937，044 
試算上の売上総利益(円)F(Eー D) 35，695，816 27，283，398 32，049，249 46，479，829 49，732，925 59，408，530 58目893，647
鼠算上の売上総利益率(%)G(Fー DX100) 10.39 5.92 6.02 7.95 7.49 7.68 6.10 
表-21の売上総利益率(%)H 8.44 5.06 4.76 6.27 5.80 5.23 3.62 
G-H(弔も) 1.95 0.86 1.26 1.68 1.69 2.45 2.48 
期 第33回 第34回 第35回 第36回 第TI固 第38回 第39回
時期(年・月・臼) 1959年1月29日 1960年1月29日 1961年1月29臼 1962年1月29日 1963年1月29日 1964年1月29日~196B65年11月289日-1960年1月28日 -1961年1月28日 -1962年1月28日 -1963年1月28日 -1964年1月28日 -1965年1月28日
受取割戻金(円)A 30.815，740 41，460，377 49，255，310 72，763，755 93，034，116 113，613，165 
売上原価(円)B 1，214，965，415 1，502，009，267 1，751，220，763 2，110，579，919 2，573，754，424 3，092，971，986 3，617，527，63 
売上原価に対する割戻金の比率(%)C(A7BX100) 2.54 2.76 2.81 3.45 3.61 3.67 3.6 
売上原価ー受取割戻金(円)D(B-A) 1，184，149，675 1，460，548，890 1.701，965，453 2，037，816，164 2，480，720，308 2，979，358目821 3，486，726，889 I 
売上高(円)E 1，264，627，150 1，569，510，299 1，839，060目578 2，187，460，693 2，676，537，677 3，215，406，723 3，758，584，852 
法算上の売上総利益(円)F(Eー D) 80，477，475 108，961，409 137，095，125 149，644，529 195，817，369 236目047，902 271，857，963 
試算上の売上総利益率(%)G(F7Dx100) 6.80 7.46 8.06 7.34 7.89 7.92 7.80 
表-21の売上総利益率(%)H 3.93 4.30 4.78 3.51 3.84 3.81 3.75 













期 第20回 第21ロ 第22ロ 第23回 第24回 第25回 第26回 第27回 第28回 第29回
時期(年・月・日)
1946年1月29目 1947年1月29日 1948年日月29白 1949年1月29日 19田年1月四日 1951年1Jl29日 1952年1月29日 1953年1月四日 1954年1Jl29日 1955年H月29日
-1947年1月初日 -1948年1Jl28日 -1949年1月四日 -1950年1月四日 ..1951年1月四日 -1952年1月28日 -1953年1月四日 ...1954年1月28日 ~同55年1月28日 -1956年1月28日
有価征券{円) 5.000 5.000 5.000 548.000 673.000 884.000 1.14104.000 l 出資金{円) 35.638 35.638 210.938 260.688 310.688 1.403.088 26.900 17.900 17.900 
合計(円} 35.638 35.638 210.938 265.688 315.688 1.408.088 574.900 690.900 901.900 1.154.000 
期 第30回 第31固 ~32 ロ 第33回 第34回 第35固 第36固 第371l! 第38回 第39回
時期(年・月・臼)
1956年1月四日 1957年1月29日 1958年1月29日 1959年1月29日 1960年1月四日 1961年1月四日 1962年1月四日 1963年1月四日 1964年日月四日 965年1月四目
-1957年1月28目 -1958年1月28日 -1959年1月28日 -1960年1月28日 -1961年1月28日 -1962年1月四日 -1963年1月28日 -1964年1月四日 -1965年1月28日 -1966年1月羽田
有価証券(円) 1.562.260 1.612.260 2.311.260 2.311.260 2.930.260 4，769.260 7.345.680 14.305.420 18.107.520 21目883.926
出資金(円) 10.500 10.500 10.500 10.500 10.500 10.500 10.500 10.500 550.500 560.000 











表-26 合名会社伊藤伊三郎商庖 (1946年1月29日-1964年1月28日)・伊藤伊合名会社 (1964年1月29日-1966年1月28日)の出資金・投資有価証券の内訳
20回 2'回 期 23回 24田 25回 期 26回 27司
時期(年・月・日} 1946年"月29日 1947年"月29日時期{年・月・日) 1949年"月29日時期(年・月日) 19回年"月29日~ 19521 年1 1 月2四9E E 時期(年・月日) 1952年"月四日 時期(年・月・日) 1953年"月四日
...1947年"月28 ー1948年"月四日 -19田年"月四 ...'951年1I J'i28 ...1953年"月四 ...1954年"月四日
愛愛知知県県石津厳蝋卸燭施施位段組組合 17，600 17，600 (有価陸券)電路公慣 5.000 1¥電有話価公証債券) I~電有話個公証債券} |富冊草券)1，900 1，900 
完脂(出全統資社制金車・}愛知石戯販
5.000 5.000 5.000 30.000 
日本遺瞳盟晶統制組合 '0曲。 10，000 260.688 小計 5.0田 5.000 共進泊脇橡式会役 288，000 キング除虫菊 100.000 東北北控除虫翁組合 2凹 200 花王石組厳-岨合そ燭の・組共他合進社・油ー (出黄金) 中部商工韓式会社 5.000 共造花王その他 543.000 
愛知県荒物悶絶鐙組合 '25 125 愛知県石崎韓式会社 118.100 160，500 花主泊脂緯式会社 50，000 小宮十 673，000 
愛知県線香釦!Ui'組合 750 750 中部洋蝿燭工薫組合 16.9田 16.900 物別涙筏習慣 200.000 (出資童)
名古E塁線香翻施盟組合 63 63 日本泊届盟晶続嗣組合 10曲。 10，000 'J、2十 548，000 中部洋蝿燭ヱ薫組合ほか 17.900 
中都高エ撞盟組合 5凹0 5.000 共進泊指韓式会社 1凹000 1.150.000 (出資金) 小it 17.900 
花王泊窟韓式会社 60.0曲 60，脱却 中薗洋哩蝿工婁組合 16.900 
中畠商工韓式会社 5αJO 5創JO日本語置割品量制組 10.000 
量阻県荒鞠箆鐘組合 125 125 IJ'I'十 26.9凹
量回県掠番高工組合 5叩 5曲
名古屋綿香範段組合
悶95同9軍写年3131111回R05月662祖88838日国~I~1919660軍1年年113A14408固1月38R0四2688 日3E 'J、合計(円} 35.638 35.638 合計(円) 265.688 合) 合判円) 574.900 ~.十(円} 680.900 期 28回 軍29回 軍30回 軍31白 ヨ包括回 軍36回 軍37回 軍羽田 第39回
時期{年・月ー 日) 19日年"月四日 1955年"月四日 1956年"月四日 問57年111129日 29日 1961年"月四日 同日年"月四日 1963年"月四日 1964年"月四日 1965年"周回目
-1955年"月四 ...1956年"月四日 -1957年"月四日 ー1958年日月28 -1959年"月2呂田 -19田年"月28 ー1963年"月四 -'964年"月28日 ...1965年"月28 -1966:年日月四目
(電有居面公証使券【電)電公往債縄》 30.000 30.0∞ 30.0曲 30創JO 150.0∞ 150αJO 270.印刻。 270.0叩 441.420 598.540 747，640 867.640 
日本不量産量行平昆産慣植 2以JO.O曲 4.500.0曲 4.5曲000 。
割引商工慣揖 2.163.620 2，163.620 282，420 
共進社連Eヱ霊峰式会社 349.000 349.0佃 607，260 607.260 956.260 956.260 1.305.260 1.654.260 1.654.260 2凹3.260 2.352.260 2，352，260 
花王右陸軍監式会祉 50邸JO 110，0曲 220償却 220.000 4叩αJO 400αJO 4曲 000 400.0叩 805.000 805.0凹 805.000 805αJO 
中白書工樟式会往 5，000 5，000 5.0佃 5，0田 5，田O 5，000 5，0叩 5，000 5，0凹 5，000 
キング臆虫萄棒式会社 1回 000 1回IαJO 1佃。印加。 1曲。∞ 1回曲。 100回。 1凹，000 100，000 100瓜刻。 叩0，0田 100，0曲 1曲，0∞
オリエンヲル中村百貨庖 150.000 3曲曲。 3田臥JO 3叩飢淘 3叩O叩 300凹O 3回以JO 3田000 300，回。 300.0凹 300.000 3曲αJO
余手ル丸3震 50.0∞ 50印JO 50，000 50，冊。 50凹0 50脱却O 100.0∞ 100.1)凹 1田，0叩 100∞o 1曲。曲
吉庫星連 250，000 250，似JO 3田O剖 300曲。 3曲。∞ 390.0∞ 390.1)曲 390.0曲 390曲。 390αm 
中田担先棒式会程 50印加。 50.0曲 50.000 50飢刻。 50.000 50.0凹 50曲。 50，田0 50，0曲
，.，諸漉恩置!l 2回収)() 2回朗O
伊車伊食品棒式全社 1.350.000 1.350.0∞ 1.350.0凹 4，350加。 4，350似JO
文車嬉寸韓式全社 140.0田 140.0叩 140.0曲
フェザー 安全棒式全社 9田，0曲 1，2凪O曲 12凹飢調。




文匝宮皇帝位賀有価E轟 150αJO 150β00 150.0曲 150.0佃 150.0凹
小計 曲4α珂 1.144飢JO 1.562.260 1.612.260 2.311.260 2.311.260 2.930.260 4.769.260 7.345，680 14，305.420 18，107，520 21.883.926 
{出責童)
中包淳量蝿Z重組合 16.9∞ 
早"".エ皇宮司喧宮{吾盤 1，αJO 10.0叩 10，000 10，冊。 10，'凹0 10.0田 10曲。 10β冊 10.0曲 10αJO 510.000 510飢JOエ量担金7
文匡苔盤E憧同盟合 500 5叩 5凹 500 5曲 5曲 S曲 5曲 5剖
文E花王盟品卸誼同組合 叩，000 10.000 
割高金.1&:莞 30，0田 30，飢刻。
小It 17.9田 10.000 10αJO 10.500 10.5叩 問 5曲 10.500 10.5凹 10.5凹 10.5田 550.5曲 550.5曲






































この表ー 27をみると，第31回 (1958年3月)から第32回 (1959年1月)にかけては減っ
ているが，それ以降は，かなり大きく増加してゆく傾向をたどっている。





























表ー 28合名会社伊藤伊三郎商高 (1946 年 11 月 29 日~ 1964年 11 月 28 日)・伊藤伊合名会社 (1964 年 11 月 29 日~196年1月28日)の貸倒損失金
田 富20回 第21回 1i!;22回 第23ロ 言亘4回 事亘5回 事1話回 箪27ロ 第28回 第29回
時期(年・月・日} 1946年1月四日 1947年1月四日 1948年1月29日 1949年1月29日 1950年1月29日 1951年1月29日 1952年1月29日 1953年1月29日 1954年1月29日
1955年1月29日
-1947年日月28日 --1948年1月28日 --1949年1月28日 -1950年1月28日 --1951年1月四目 -1952年1月28日 --1953年1月28日 --1954年1月28日 --1955年1月28日 ...1956年1月28日
合計貨倒損失金[円) 411 511 17.266 
一'i9i一6-129一年623」年12t A月1E1E堕2月9-』2日8主-日主
283.851 947.730 649.621 
期 第四回 軍31回 箪32回 第33固 第34回 第35回 軍37回 第38回 第39回
時期(年・月・目) 1956年1月29日 1957年1月29日 1958年1月29日 1959年1月29日 19回年1月29日 1961年1月29日 1963年1月29日 1964年1月羽田
1965年1月29日
--1957年1月28日 --1958年1月四日 -1959年1月28日 1ー960年1月28日 -1961年1月四日 -1962年1月28日 ....1964年1月28日 -1965年1月四日 --1966年1月28日
本大信阪貧営倒圭揖所失貧金倒損(円失)金{円) 634.500 1.782.708 1.669.559 3.531.568 1.013.003 1.057.432 12.056.322 6.265.371 996.212 1.845.587 
80.389 105.376 97.745 155.983 251.166 296.585 135.910 o 1.350.0∞ o 












表-29-1 合名会社伊藤伊三郎商底の第 36 回の貸倒損失金の明細 (1962 年 11 月~ 1963年1月) g 
庖名 所在地 金額(円) 理由
欄山都石鹸 晶山市天満町6-27 4，517，843 経営不振の為倒産。精算人に依る清算並び配当の見込みなし。
古川商底 高山市天満町6-27 4，157，807 経営不振倒産の為第二会社株式会社山都石鹸を設立。債権を引継ぐも剛山都石鹸の倒産に依り回収の見込み全くない
河合商庖 名古屋市中村区西柳町1-11 1，728，938 営業不振の為倒産倒産。破産宣告。配当見込なし。
中富商事 金沢市池田町3-45 868，558 倒産の為債権者会議に基き債権放棄。
仁保商庖 京都市上京区下長者町日暮東入 326，380 倒産の為債権者会議に基き債権放棄。
協和商事 松本市伊勢町3 240，000 倒産の為債権者会議に基き債権放棄。
柴清本庖 藤枝市伝馬町 146，115 倒産の為回収の見込なく債権放棄。
美生堂 名古屋市熱田区2番町1-3 45，480 事業閉鎖。行方不明。回収不能。




(出典)合名会社伊藤伊三郎商庖『第36回決算書J(1962年 11月29日-1963年 11月28日)。 童書
表-29-2 合名会社伊藤伊三郎商庖大阪営業所の第 36 回の貸倒損失金の明細 (1962 年 11 月~ 1963年1月)
庖名 所在地 金額(円) 理由
あさひ薬局 大阪市東成区大今里本町1-85-9 50，561 経営不振の為倒産。転居先調査するも不明。
大薮商庖 布施市御厨 19，065 経営不振倒産の主人逃亡。行方不明。
久宝寺寺ロ薬局 八尾市久宝寺寺口駅前 17.709 経営不振倒産の主人の死亡と共に倒産。日下行方不明。
八戸ノ星センター 布施市岩田 13.40 経営不振の為倒産後，転居先不明。
吉田商庖 布施市横沼 12，725 経営不振の為倒産後，転居先不明。
あやめ化粧品庖 布施市永和 1，895 経営不振の為倒産後，転居先不明。




































































































日本鉄道 100年の歩み 1910 -201ω(近綴日本鉄道株式会社.2010年12月)によれば，津市(後の部回)
と一身田町聞の営業開始にともない江戸橋が開業されたのは 1917(大正6)年l月であり(同容.69頁，
71頁.849頁). 1924 (大正 13)年4月に部回(旧津市)から津市間まで延伸させて津市の市街地へ乗り
入れた(同書.851頁)。さらに参宮急行電鉄が. 1931 (昭和6)年7月に久居と津市間，翌年4月には
市街地の津新町と津間が開業した(同書. 152頁 190頁 854頁)。これによって津市と大阪がつながっ
たとみることができる。同社の桜井・宇治山田聞の全線開業も.1931年3月のことである(同書.133頁)。
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(17)前掲「社歴書J，前掲「登記簿謄本J(昭和 22年1月13日)。
(18)前掲「社歴書」および合名会社伊藤伊三郎商底『昭和 19年度(自昭和 18年11月29日至昭和 19年11月28日)


















































267 ~ 283頁および株式会社パルタック『株式会社パルタック人十年史J(同社， 1978年 12月1日)lll
~ 122頁による。
(46)前掲「社歴書」。














(54)前掲 f日本的流通の経営史J122 ~ 126頁。




統制会社の販売価格lダー ス 84.1銭，卸商業組合価格1ダース 88.8銭，小売価格l個10銭，すなわち lダー










(63)服部清成は 1920(大正9)年l月生まれなので 1904 (明治37)年l月生まれの伊藤弥太郎より 16歳年
下ということになる。伊藤弥太郎兄弟のなかでの長女の嫁ぎ先の服部家でその長女の主人が亡くなったた
め，伊藤清成が服部家を継いで・服部姓を名乗ったという(伊藤昌弘氏への聞き取り調査による)。また服





































































業規模」によれば，大阪営業所の摘要棚に r29年9月大阪ニ庖舗借用開庖卸売」という記械があり， 2 
年半ほどの違いがある。








(104)ライオン油脂株式会社社史編纂委員会『ライオン油脂六十年史.1(同社， 1979年 12月)194 -196頁.
211-212頁。なお， r和親JNo. 5 (伊藤伊株式会社， 1972年8月15日)所収「続・会社の足跡 (5)J(社
長・伊藤弥太郎執筆)では，全国ライオン石鹸会の結成日を， 1963 (昭和 38)年10月22日としている。
(105)前掲『星霜j178頁。
(106)ここでの BM社およびBMJ社および両社との伊藤伊との関連に関する記述は，前掲『ライオン歯磨八十
年史.1339 -348頁，前掲『星霜j74 -75頁および前掲『和親JNo. 5所収「続・会社の足跡、 (5)Jによる。
(107)なお，同社の名古屋営業所は，後に設置された伊藤伊合名会社および伊藤伊株式会社の販売三課が管轄
することになり， 6名の人員でスター卜したという(伊藤昌弘氏への聞き取り調査による)。














(117)伊藤伊株式会社『社内報 ばぶりん』第20号 (1996年春号) 2頁。
(118)伊藤伊関係者への聞き取り調査による。
(119)ライオン泊脂と花王の合成洗剤と 1950-60年代の日本の合成洗剤市場については，前掲『ライオン泊
脂六十年史.1 (同社， 1979年 12月)150 -154頁， 170 -172頁， 184 -194頁，ライオン株式会社社史
編纂室『ライオン 100年史J(同社， 1992年 10月)212 -213 W， 219 -223頁.財団法人日本経営史
研究所・花王株式会社社史編纂室『花王史 100年(1890-1990年)J(花王株式会社， 1993年3月)206 
-208頁， 226 -261頁，および前掲『花王 120年 1890 -2010年j162 -164頁， 202 -211頁など
を参照されたい。
(120)この日本油脂製品統制組合がどの団体を指すのか特定できていない。注 (69)に記述した戦後の業界団
体の変遷との関係でみると， 1946年l月に発足し 1947i!o 2 nにWfltした 3つの統制組合の lつの油脂

















The Ernergence and Development of Ito-I from 
the early 1900s to the mid 1960s 
69 
Satoshi SASAKI 
This paper examines the inauguration and development of the local leading wholesaler Ito-I 
in Nagoya from the period of the early 1900s to the middle of the 1960s. The following six 
features were mainly responsible for the development of Ito-I during this period: 
First， Ito-I was founded by Isaburo Ito in Nagoya in 1904. Ito-I started by making and 
selling candles. During the first half of the 1920s， its sales items were broadened to include 
soap， cosmetics and household goods. Its sales areas also increased from Aichi prefecture， 
to Mie prefecture and Gifu prefecture. Through the process of implementing these changes， 
Yataro Ito， Isaburo's adopted son， acquired experience and increased his reputation as釦
astute businessman 
Second， under the rationing system formed in wartime to immediately after the Second 
World War， Ito-I became pivotal to the distribution system in the Nagoya area. During 
the 1950s組 d1960s， itranked first in the marketing of Lion Fat and Oil. Yataro Ito， the 
second in charge， also became the representative of the wholesalers. 
Third， although the scale of capital of Ito-I was gradually being enlarged， Ito-I kept the 
form of a general partnership company from 1928 to 1966. The ownership was limited 
to immediate family members of Ito and their relatives. The dividend rate was settled 
relatively high， because of the high risk that comes with unlimited responsibility. Of about 
50 employees of Ito-I， the investment members were located in the important section that 
was in charge of business talks with local stores. 
Forth， the gross profit percentage of Ito-I was relatively low， because the business type 
of Ito-I was one which had many secondary wholesalers， by taking the rebate of sales of 
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the sales cost. the gross profit percentage was about average for such a business style. 
But compared to Daika. whose main business was direct sales to retailers. the gross profit 
percentage of Ito-I was low. So for Ito-I to increase the scope of its business in order to 
increase its sales and profit. became important. 
Fifth. paying attention to relationship to suppliers (manufacturers). both the money on 
deposit to the suppliers and the drawback money from the suppliers increased. along with 
the growth of Ito-I's business. Ito-I also invested in related manufacturers. Though the 
money of payment from Ito-I to both secondary wholesalers and retailers increased. the 
excessive sales competition and the increase in rental costs impacted Ito-I's profits. 
Sixth. Ito-I had a strategy to grow its multi-stage transaction structure regionally. The 
rationality of its multi-stage business structure is as follows. For the makers located 
upstream of the distribution system. depending on influentiallocal wholesalers such as Ito-I 
(which had related wholesalers). makers were able to reduce their own burden. For middle 
merchandisers such as Ito-I， by having many secondary wholesale shops spread over a wide 
area. Ito-I was able to secure a broad retail outlet system without adding to the burden on 
material and human resources. By these extensive business networks. Ito-I was able to 
develop the trust of the makers and enlarge its business. 
